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1. はじめに 

デジタルトランスフォーメーションの潮流に伴いレガシ

ーシステムのモダナイズが進んでおり、複数のマイクロサ

ービス[1]のリソース更新からなる分散トランザクションの

管理が必要となっている。多様な分散トランザクション管

理ミドルウェアが提供される中、分散合意判定機能により

基幹系業務に適用できるような耐障害性をもつものもある

が、管理対象の機能をレガシー言語である COBOL から

Java(登録商標)に作り変える必要があるケースもあり、移

行コストが高いという課題につながる。そこで本研究では

上記のようなミドルウェアにおいて、COBOL 資産を維持

したままトランザクション管理を行うことで移行コストを

低減するための構成を提案する。 

2. 分散トランザクション管理ミドルウェア 

本研究で検討対象とする分散トランザクション管理方式

である Two-Phase Commit(２相コミット)[2]および分散トラ

ンザクション管理ミドルウェア[3]について説明する。 

2.1 Two-Phase Commit (図 1) 

クライアントアプリケーションは複数のデータベースに

対して更新処理を行い、トランザクションコーディネータ

にそれらの更新処理のコミット(決着)を要求する。 トラン

ザクションコーディネータは各データベースにプリペア処

理を要求する。各データベースはコミットの準備が整って

いれば OK を返し、整っていなければ NG を返す。トラン

ザクションコーディネータは全てのデータベースから OK

が返ってきたら各データベースにコミット処理を要求する。

もし１つでも NG が返ってきたら各データベースにロール

バック処理を要求する。この手続きにより、全てのデータ

ベースを更新した状態か、全てのデータベースを更新しな

い状態のどちらかを取ることができるようになる。 

2.2 分散合意判定機能をもつミドルウェア (図 2) 

図 2 に示す、オーケストレータ、インターセプタ、メデ

ィエータ、エンティティサービス、パーティシパントをも

つ分散トランザクション管理ミドルウェアを考える。ここ

で、メディエータは図 1 におけるトランザクションコーデ

ィネータに相当し、多重化されているものとする。また、

各コンポーネントは Javaで構築されているものとする。 

オーケストレータはクライアントアプリケーションから

インターセプタ経由で業務リクエストを受信し、業務処理

を行う。そして、各エンティティサービスに向けた業務リ

クエストを送信する。各エンティティサービスは業務処理

を行い、対応するパーティシパントにデータベースの更新

処理を依頼する。各パーティシパントは対応するデータベ

ースに更新処理を行い、処理結果をエンティティサービス

経由でオーケストレータへと返す。インターセプタは処理

結果を受信すると、各メディエータにトランザクションの

決着を指示する。各メディエータは各パーティシパントに

プリペア処理を指示する。パーティシパントは対応するデ

ータベースにプリペア処理を行い、処理結果(OK/NG)を各

メディエータに返す。各メディエータは受信した処理結果

を元にコミットまたはロールバックの判定を行い、各パー

ティシパントに送信する。各パーティシパントは受信した

判定結果を元にコミット処理またはロールバック処理を対

応するデータベースに行う。 

以上のフローにより Two-Phase Commit 方式の分散トラ

ンザクション管理を実現する。このとき、メディエータが

多重化されていることで、一部のメディエータに障害が起

こっても判定を行えるようになり、可用性が向上する。 

3. レガシーシステム 

本研究で検討対象とするレガシーシステムについて説明

する。ここで、レガシーシステムとは、1980 年代から

1990 年代に COBOL 等のレガシー言語を用いて構築された

システムのこととする。現在でもミッションクリティカル

な基幹系システムで利用されている場合もあり、デジタル

トランスフォーメーションの対象となっている。 

3.1 モノリシックレガシーシステム (図 3) 

モノリシックなレガシーシステムの例を図 3 に示す。オ

ーケストレータ、機能 A、機能 Bが主要なコンポーネント

であり、それぞれ COBOL で開発されたものとする。オー

ケストレータはクライアントアプリケーションから業務リ†株式会社日立製作所 Hitachi, Ltd. 

図 1 Two-Phase Commit 
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クエストを受信すると、業務処理を行うとともに、機能 A

および機能 Bに個別の業務リクエストを送信する。機能 A

および機能 Bは業務処理を行うとともに、SQL実行部を経

由してデータベース Aおよびデータベース Bに更新処理を

行う。各機能で呼び出される SQLは COBOLコード中に埋

め込まれた埋め込み SQL である。オーケストレータは各

機能から処理結果を受信すると、トランザクションコーデ

ィネータを通じて Two-Phase Commitを行う。 

ここで、業務処理部には複雑なロジックが含まれている

場合もあり、レガシー資産と呼ぶこととする。そのレガシ

ー資産は COBOL で開発されていることから、そのままで

は、2.2節で説明したミドルウェアを適用できない。 

4. レガシー資産を活用する方式の提案 

モノリシックなレガシーシステムをデジタルトランスフ

ォーメーションの一環としてマイクロサービス化し、2.2

節で説明したミドルウェアによって分散トランザクション

を管理することを考える。このとき、動作実績のあるレガ

シー資産は引き続き活用する。 

4.1 アーキテクチャ (図 4) 

図 3のレガシーシステムのオーケストレータ、機能 Aそ

して機能 B をマイクロサービス化し、2.2 節の分散トラン

ザクション管理ミドルウェアを適用したアーキテクチャを

図 4に示す。 

オーケストレータマイクロサービスでは、COBOL で開

発されたオーケストレータの業務処理部を活用する。また、

REST API 経由で業務リクエストを受信したらオーケスト

レータを呼び出す機能を設ける。次に、機能 Aマイクロサ

ービスおよび機能 B マイクロサービスと通信するための

REST 通信機能を設ける。さらに、Java から COBOL への

接続、およびその逆の COBOLから Javaへの接続を仲介す

る C 言語で開発された接続機能を設ける。そして、オーケ

ストレータには各マイクロサービスへの REST 通信機能の

呼び出し部を設ける。 

機能 A マイクロサービスでは、COBOL で開発された機

能 A の業務処理部を活用する。また、REST API 経由で業

務リクエストを受信したら機能 Aを呼び出す機能を設ける。

次に、パーティシパントと通信するための JDBC(登録商

標)通信機能を設ける。さらに、Javaから COBOLへの接続、

およびその逆の COBOLから Javaへの接続を仲介する C言

語で開発された接続機能を設ける。そして、機能 A には

JDBC 通信機能の呼び出し部を設ける。ここで、レガシー

システムでは埋め込み SQL であった SQL コマンドを、

JDBC 通信機能に渡すための変数の形式に置き換える。機

能 Bマイクロサービスも同様の構成を取る。 

以上のアーキテクチャにより、COBOL 資産である業務

処理部を活用しながら、Java のサービスを管理対象として

いるミドルウェアによる分散トランザクション管理を可能

とし、全体として動作実績の活用と高可用性を得られる。 

4.2 実装方式 

提案アーキテクチャにおける追加コンポーネント、すな

わちオーケストレータ呼び出し機能(Java)、機能 A および

機能 B呼び出し機能(Java)、REST通信機能(Java)、JDBC通

信機能(Java)、Java から COBOL への接続機能(C 言語)、

COBOL から Javaへの接続機能(C 言語)、REST 呼び出し部

(COBOL)、そして JDBC 呼び出し部(COBOL)には、業務処

理が含まれていないため、必要な変数値の設定以外は自動

実装が可能である。 

例えば、REST 通信機能は Java の RestTemplate 等のライ

ブラリの利用、JDBC 通信機能は JDBC ドライバの利用を

行う標準的なプログラムである。また、Java から COBOL

への接続機能と、COBOL から Java への接続機能は、

JNI(Java Native Interface)[4]という仕様に従った C言語のプ

ログラムで実装が可能であり、基本的には Java から C 言

語を経由して COBOL へ、またはその逆へ、関数のパラメ

タを引き渡す方法が主な実装内容となる。 

5. おわりに 

本研究では、COBOL 等のレガシー言語で開発された業

務機能を活用した形のマイクロサービスを、高可用性を実

現する分散トランザクション管理ミドルウェアで管理する

ためのアーキテクチャを提案した。 

現在、当該アーキテクチャのコンポーネントを実装し、

動作検証を進めているところである。 
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